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男
子
九
名
、
女
子
十
五
名
の
学
院
本
科
の
方
が
入
学
し
て
約
三
か
月
が
経

っ
た
。
そ
の
間
に
男
子
五
名
の
特
科
の
方
が
一
か
月
の
修
行
を
終
え
ら
れ

た
。
こ
の
一
か
月
で
、
特
科
の
方
の
意
識
は
大
き
く
変
わ
り
、「
教
会
に
帰

っ
て
か
ら
、
お
結
界
に
な
る
べ
く
座
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
い
う
声
を
聞
く

こ
と
が
出
来
た
。
私
も
「
結
界
取
次
」
の
授
業
を
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
真
摯

に
受
け
ら
れ
る
姿
勢
に
、
教
え
る
こ
と
が
楽
し
く
さ
え
感
じ
た
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、特
科
の
方
が
口
を
そ
ろ
え
て
言
わ
れ
る
の
が
、「
本
科
の
方
が
、

分
か
ら
な
い
こ
と
を
親
切
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
、
色
々
心
配
り
し
て
く
れ
る

あ
り
よ
う
が
す
ご
い
」、「
若
い
の
に
、
そ
う
し
た
信
心
が
で
き
て
お
ら
れ
、

刺
激
を
受
け
た
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
本
科
の
方
も
、
入
学
し
て
十
日
間

は
、
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
行
き
届
い
た
指
導
を

同
じ
よ
う
に
特
科
の
方
に
も
し
て
あ
げ
た
の
だ
と
思
う
。

　

学
院
生
活
で
は
、
ご
祈
念
、
洒
掃
、
授
業
な
ど
、
分
刻
み
で
決
め
ら
れ
た

通
り
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
組
む
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
真
摯

に
打
ち
込
む
こ
と
で
、
本
当
に
短
期
間
で
変
わ
っ
て
い
く
と
こ
ろ
が
あ
る
。

こ
れ
が
「
学
院
マ
ジ
ッ
ク
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
い
う
生

活
を
一
人
で
や
れ
と
言
わ
れ
て
も
、
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
金
光
様
の

お
取
次
を
頂
き
、
金
光
様
の
祈
り
の
中
で
、
苦
楽
を
共
に
す
る
仲
間
と
共
に
、

学
院
と
い
う
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
あ
る
環
境
だ
か
ら
こ
そ
、で
き
て
い
き
、

そ
の
中
で
、
ど
ん
ど
ん
意
識
が
変
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
信
心
が
進
ん
で
い
る

の
だ
ろ
う
と
思
う
。
問
題
は
、
卒
業
し
て
か
ら
で
あ
る
。
特
科
の
方
は
、
も

う
卒
業
し
、
教
会
御
用
に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
学
院
で
感

じ
取
っ
た
意
識
を
持
続
し
て
、
真
摯
に
神
様
に
向
か
う
姿
勢
を
維
持
し
て
も

ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
本
科
の
方
も
、
こ
れ
か
ら
も
続
く
学
院
生
活
の
中
で
、
ど
こ
ま

で
変
わ
っ
て
行
け
る
か
、
慣
れ
て
く
る
分
だ
け
、
自
ら
課
題
を
課
し
て
、
信

心
修
行
に
取
り
組
み
、
信
心
を
深
め
て
行
け
る
か
が
、
問
わ
れ
て
く
る
と
思

う
。 ﹁

学
院
マ
ジ
ッ
ク
﹂

 

金
光
教
学
院
長
　
高
橋
　
寛
志
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図書館見学

信行輔導期間（参拝）

授業風景

　

五
月
十
五
日
、
今
年
着
任
さ
れ
た
高
橋
学
院

長
の
も
と
、
本
科
生
が
男
女
併
せ
て
二
十
四
名

入
学
し
、
学
院
修
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
六
月
十
五
日
に
は
、
五
名
の
特
科
生
が
入

学
し
、
一
か
月
間
の
学
院
修
行
を
本
科
生
と
共

に
進
め
、
無
事
卒
業
い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ
ま

で
の
約
三
か
月
間
、
学
院
生
そ
れ
ぞ
れ
順
調
に

お
か
げ
を
蒙
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
入
学
し
た
ば
か
り
の
学
院
生
に
と
っ

て
、
一
番
の
修
行
は
、
本
部
広
前
と
学
院
広
前

へ
の
参
拝

を
は
じ
め
、

三
度
の
食

事
、
洒
掃
、

授
業
等
々
、

起
床
か
ら

就
寝
ま
で

全
て
に
お

い
て
時
間

が
決
め
ら

れ
て
い
る

こ
と
、
し

か
も
、
そ
れ
を
集
団
行
動
で
行
う
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。
生
ま
れ
や
育
ち
、
年
齢
、
経
歴
も

違
う
人
た
ち
が
、
規
則
に
従
っ
て
、
集
団
生
活

を
営
む
わ
け
で
す
か
ら
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、

入
学
前
の
生
活
と
は
隔
た
り
が
あ
り
、
学
院
で

の
修
行
生
活
に
戸
惑
う
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

修
行
生
活
と
は
、
こ
こ
ま
で
の
日
常
生
活
を

教
祖
様
の
信
心
に
基
づ
い
て
見
直
し
改
め
、「
神

に
心
を
向
け
る
」
生
活
へ
と
創
造
し
て
い
く
こ

と
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
三
代
金
光
様

は
、「
日
々
が
さ
ら
」
と
み
教
え
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
が
、

そ
の
お
言
葉

に
は
、
こ
の

よ
う
な
意
味

も
あ
る
の
で

は
な
い
か
、

と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

巻
頭
で
学

院
長
が
ふ
れ

て
い
ま
す
よ

う
に
、
入
学

直
後
の
十
日

間
、
Ｏ
Ｂ
か

ら
日
常
の
起

居
一
切
に
わ

た
っ
て
の
指

導
を
受
け

て
、「
神
に

心
を
向
け

る
」
修
行
生

活
が
始
ま
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
長
い
学
院
の
歴
史
の
中
で
培

わ
れ
た
、
変
わ
ら
ぬ
あ
り
方
で
す
。
そ
し
て
、

本
科
生
が
学
院
で
の
生
活
に
慣
れ
て
き
た
時
期

に
、
特
科
生
の
生
活
指
導
に
あ
た
る
こ
と
に
も
、

自
身
の
修
行
生
活
の
あ
り
方
を
顧
み
る
上
で
大

き
な
意
味
が
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
度
、
学
院
は
前
期
前
半
を
終
え
、
夏
期

在
籍
教
会
実
習
が
明
け
る
八
月
末
か
ら
は
、
前

期
後
半
を
迎
え
ま
す
。
学
院
生
そ
れ
ぞ
れ
、
心

身
と
も
に
健
康
の
お
か
げ
を
蒙
り
な
が
ら
、
落

ち
着
き
と
意
欲
を
も
っ
て
日
々
の
修
行
生
活
に

取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

慣
れ
が
狎
れ
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
油
断
と
慢
心
を

去
っ
て
、
実
意
に
丁
寧
に
神
様
と
共
に
生
き
る

こ
と
が
日
常
的
に
維
持
さ
れ
る
よ
う
、
共
々
に

信
心
を
求
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
関

係
各
位
の
お
祈
り
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

学
院
修
行
に
つ
い
て

学
院
修
行
に
つ
い
て

学
院
次
長

　坂
口

　光
正

一日の信行内容
（時間）

5：20
5：40
6：00
7：30
8：30
9：00

11：50
12：30
13：30
15：20
15：40
16：40
18：00
19：00

21：00
22：00

（信行内容）
　起　床
　参拝出発
　本部広前御祈念・洒掃
　朝　食
　朝　礼
　午前の課業
　洒　掃
　昼　食
　午後の課業
　参拝出発
　本部広前御祈念・洒掃
　お退けお見送り・洒掃
　夕　食
　夜御祈念
　自修・入浴
　閉　門
　消　灯

講義科目・担当者
信修科目

本
教
概
説

高
橋　

寛
志

教祖・教義科目

教　

祖

教　

義

佐
藤　

光
貴

坂
口　

光
正

教団科目

教　

制

教
団
史

教
団
活
動

河
崎　

信
示

加
藤　
　

実

利
光　

康
二

教会・布教科目

結
界
取
次

直
信･

先
覚

教
会
活
動
（
各
種
活
動
）

礼
典
（
祭
式
）

礼
典
（
祭
詞
）

金
原　

光
三

眞
田
奈
保
子

安
部　

美
雄

堀
江　

芳
則

田
中　

照
彦

人事関係
・
教
師
松
本
智
子
、
四
月
一
日
付
で
書
記
に
任

命
。

・
助
手
安
武
木
綿
子
、四
月
十
六
日
付
で
辞
任
。

・
学
院
長
堀
尾
光
俊
、
四
月
十
九
日
付
で
任
期

満
了
。

・
教
師
高
橋
寛
志
、
四
月
二
十
日
付
で
学
院
長

に
任
命
。

・
教
団
職
員
由
布
節
子
、
四
月
十
七
日
付
で
助

手
に
任
命
（
布
教
部
よ
り
異
動
）。

・
教
徒
仁
科
明
日
児
、
五
月
七
日
付
で
書
記
に

任
命
。

・
講
師
三
好
光
一
、五
月
八
日
付
で
教
会
部
へ

異
動
。
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教祖様ご生家

信行輔導期間（調饌指導・御神飯）

■
信
行
輔
導
期
間

　

学
院
で
は
、
学
院
生
活
の
基
本
日
課
を
習
得

し
、
こ
こ
か
ら
の
修
行
の
指
針
を
見
出
す
た
め

に
、
入
寮
し
て
か
ら
十
日
間
の
信
行
輔
導
期
間

を
設
置
し
て
い
る
。
本
年
度
の
本
科
生
は
、
前

年
度
の
卒
業
生
で
あ
る
Ｏ
Ｂ
か
ら
、
奉
仕
・
待

命
・
炊
事
・
洒
掃
を
中
心
と
し
た
生
活
全
般
の

指
導
を
受
け
、
慣
れ
な
い
黒
衣
に
身
を
包
ん
で
、

本
部
広
前
の
修
行
生
と
し
て
の
在
り
方
を
学
ん

だ
。
Ｏ
Ｂ
の
方
々
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
丁
寧
な

指
導
を
い
た
だ
き
、
今
年
度
の
学
院
修
行
が
始

ま
っ
た
。

　

本
年
度
の
Ｏ
Ｂ
は
以
下
の
通
り
。（
敬
称
略
）

　
　

青
山　

信
明
（
大
阪
・
本
田
）

　
　

鈴
木　

輝
夫
（
愛
知
・
熱
田
）

　
　

田
中
真
喜
雄
（
福
岡
・
天
道
）

　
　

中
畑
香
々
菜
（
東
京
・
北
沢
）

　
　

見
浦　

美
紀
（
大
阪
・
天
王
寺
）

　
　

三
好　

美
生
（
愛
媛
・
上
宇
和
）

　
　

杉
田　

賀
子
（
山
口
・
由
宇
）

■
聖
蹟
巡
拝

　

聖
蹟
巡
拝
は
、
教
祖
様
ゆ
か
り
の
地
を
訪

れ
、
教
祖
事
蹟
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
願

い
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
六
月
十
八
日
は
、

本
科
生
・
特
科
生
合
同
で
、
徒
歩
で
ご
生
家
に

赴
い
た
。
往
路
は
、
早
馬
神
社
、
荒
神
社
、
西

側
の
墓
地
、
森
田
八
右
衛
門
の
奥
城
な
ど
を
巡

り
、
香
取
金
光
教
に
も
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
ご
生
家
で
は
当
主
・
香
取
航
師
か
ら
、
香

取
家
、
教
祖
様
や
と
せ
様
に
ま
つ
わ
る
お
話
を

伺
い
、
教
祖
様
直
筆
の
神
名
書
付
、
天
地
書
附
、

と
せ
様
の
婚
礼
衣
装
な
ど
貴
重
な
品
々
を
拝
見

し
た
。
ま
た
、
教
祖
様
実
父
で
あ
る
十
平
様
が

幼
少
の
教
祖
様
を
背
負
っ
て
参
っ
た
と
さ
れ
る

泉
勝
院
を
拝
観
し
た
。
そ
の
後
、
占
見
村
の
氏

神
の
大
宮
神
社
ま
で
山
道
を
歩
き
、
参
拝
の
後
、

拝
殿
で
昼
食
を
い
た
だ
き
、
帰
院
し
た
。
七
月

二
十
日
に
は
、
本
科
生
が
五
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
木
綿
崎
山
周
辺
を
巡
り
、
教
祖
奥
城
、

立
教
聖
場
、
歴
代
教
主
奥
城
、
小
野
邸
跡
な
ど

の
聖
蹟
を
辿
っ
た
。

　

こ
の
他
、
今
秋
に
は
西
大
寺
観
音
院
、
吉
備

津
神
社
、
鞆
津
祇
園
宮
等
を
訪
問
す
る
予
定
で

あ
る
。

■
平
和
学
習

　

学
院
で
は
、
世
界
真
の
平
和
達
成
の
祈
り
を

新
た
に
し
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
な
が
る

こ
と
を
求
め
て
、
平
和
学
習
を
実
施
し
て
い
る
。

　

七
月
二
十
二
日
の
平
和
学
習
当
日
に
は
、
広

島
平
和
記
念
公
園
を
訪
れ
、
公
園
内
の
慰
霊
碑

の
巡
拝
や
、
被
爆
体
験
談
の
拝
聴
、
そ
し
て
、

平
和
記
念
資
料
館
の
見
学
を
し
た
。
そ
し
て
、

午
後
か
ら
は
金
光
教
広
島
平
和
集
会
（
原
爆
死

没
者
慰
霊
碑
参
拝
式
、
被
爆
の
ど
ん
底
か
ら
、

原
爆
死
没
者
慰
霊
祭
、
合
唱
）
に
参
加
し
た
。

　

学
院
生
は
、
こ
の
日
に
向
け
て
、
平
和
へ
の

祈
り
を
込
め
た
千
羽
鶴
の
作
成
や
、
平
和
集
会

の
合
唱
奉
仕
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
千

羽
鶴
は
平
和
公
園
内
の
原
爆
の
子
の
像
へ
お
供

え
し
、
合
唱
奉
仕
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

戦
後
七
十
三
年
の
時
を
経
て
ヒ
ロ
シ
マ
を
訪

れ
た
学
院
生
は
、
被
爆
体
験
者
の
話
や
、
当
時

の
様
相
を
物
語
る
資
料
に
触
れ
、
戦
争
の
悲
惨

さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
信
仰
者
と
し
て
慰
霊

と
平
和
へ
の
祈
り
を
も
っ
て
、
後
世
に
正
し
く

伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
よ
う
で

あ
る
。

■
文
化
活
動

　

学
院
で
は
、
教
師
と
し
て
の
基
礎
的
素
養
を

身
に
つ
け
、
深
い
人
格
形
成
に
資
す
る
こ
と
を

願
い
と
し
て
、
文
化
活
動
を
設
定
し
て
お
り
、

学
院
生
は
、
典
楽
、
華
道
、
茶
道
、
書
道
の
い

ず
れ
か
を
選
択
し
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後
に
実

施
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
の
歩
み

こ
こ
ま
で
の
歩
み
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典 

楽
／
十
一
名
（
男
子
四
名
　
女
子
七
名
）

　

今
年
度
は
、

箏
四
名
、
笙

二
名
、
龍
笛

四
名
、
篳
篥

一
名
が
選
択

し
て
お
り
、

金
光
教
典
楽

会
よ
り
岡
本

庄
一
師
・
金

光
あ
か
り
師

を
講
師
に
迎

え
て
、
文
化
活
動
の
時
間
に
稽
古
に
励
ん
で
い

る
。
初
め
て
楽
器
に
触
れ
る
者
も
多
い
の
で
、

信
行
生
活
の
合
間
を
縫
っ
て
、
互
い
に
教
え
合

い
な
が
ら
、
秋
春
に
執
り
行
わ
れ
る
学
院
の
霊

大
祭
に
向
け
て
、
神
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
に
日
々
練
習
を
積
み
重
ね
て
い
る
。

 

華 

道
／
四
名
（
男
子
一
名
　
女
子
三
名
）

　

華
道
は
、
早
川
さ
な
ゑ
師
か
ら
池
坊
の
流
派

の
正
風
体
生
花
、
新
風
体
生
花
、
自
由
花
等
に

つ
い
て
ご
指
導
を
賜
っ
て
い
る
。
早
川
師
の
丁

寧
な
講
義
・
指
導
の
も
と
、
花
の
命
を
最
大
限

に
生
か
し
て
い
く
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
本
一

本
心
を
込
め
て
生
け
る
稽
古
に
励
ん
で
い
る
。

回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
各
々
の
感
性
が
作
品
に

表
れ
て
き
て
い

る
。

　

稽
古
後
の
作

品
は
、
学
院
広

前
や
、
廊
下
に

飾
ら
れ
、
学
院

内
に
彩
り
を
加

え
、
学
院
生
達

の
心
を
和
ま
せ

て
く
れ
て
い
る

よ
う
だ
。

 
茶 
道
／
三
名
（
女
子
三
名
）

　

太
田
裕み
ち

子こ

師
を
講
師
に
迎
え
、
三
名
の
選

択
者
が
藪
内
流
の
お
点
前
を
学
び
、
毎
回
異
な

る
季
節
感
の
漂
う
美
し
い
お
茶
菓
子
に
心
弾
ま

せ
、
稽
古
に
励
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
、
お
茶

は
点
て
方
ひ

と
つ
で
味

が
全
く
変
わ

る
こ
と
を
知

り
、
お
茶
の

奥
深
さ
を
五

感
で
味
わ
う

稽
古
の
日
々

で
あ
る
。

　

お
茶
の
精

神
に
は
「
思

い
や
り
の
心
」
が
大
切
で
あ
る
、
と
先
生
は
仰

る
。
こ
れ
か
ら
茶
道
具
や
掛
け
軸
な
ど
に
つ
い

て
も
学
ん
で
い
く
が
、
お
茶
の
世
界
に
触
れ
る

こ
と
を
通
し
て
、
心
の
面
も
深
め
て
い
き
た
い
。

 

書 

道
／
六
名
（
男
子
四
名
　
女
子
二
名
）

　

書
道
は
、
中
桐
眞ま

彦ひ
こ

師
の
ご
指
導
の
下
、
稽

古
に
励
ん
で
い
る
。
先
生
の
懇
切
丁
寧
な
ご
指

導
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
回
を
重
ね
る
ご
と
に

上
達
し
て
い
る
様
子
が
伺
う
こ
と
が
で
き
、
大

変
あ
り
が
た
い
。

　

本
年
も
、
生
神
金
光
大
神
大
祭
に
合
わ
せ
て

学
院
書
華
道
展
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ひ

と
り
ひ
と
り
が
思
い
を
込
め
た
字
を
書
し
た
半

切
を
展
示
す
る
。
ま
た
学
院
合
同
茶
会
で
は
色

紙
に
好
き
な

字
を
書
い
て

披
露
す
る
予

定
で
あ
る
。

今
後
と
も
先

生
の
ご
指
導

を
仰
ぎ
、
稽

古
に
勤
し
ん

で
い
き
た
い

と
願
っ
て
い

る
。

（
夏
期
在
籍
教
会
実
習
ま
で
）

日
程

５
月	

14	

本
科
入
寮
式

	

15	

本
科
入
学
式

	

15
～
23	

信
行
輔
導
期
間

	

24
～
６
／
１	

実
践
課
題
設
定
期
間

	

25	

授
業
開
始

	
	

図
書
館
見
学

	

26	

大
掃
除
（
畳
上
げ
）

	

30	

文
化
活
動
開
始
（
毎
週
水
曜
日
）

６
月	

１	

第
一
回　

求
道
の
日

	

２	

消
防
訓
練

	

７
～
11	

教
団
独
立
記
念
祭
御
用
奉
仕

	

14	

特
科
入
寮
式

	

15	

特
科
入
学
式

	

18	

聖
蹟
巡
拝
（
ご
生
家
方
面
）

	

27
・
28	

特
科
教
話
実
習

	

30	

聖
蹟
巡
拝（
特
科
・
木
綿
崎
山
周
辺
）

７
月	

１	

第
二
回　

求
道
の
日

	

６	

学
院
長
寮
内
巡
回

	

14	
｢

全
教
勢
を
そ
ろ
え
て
社
会
奉
仕
の
日
」
参
加

	

15	

特
科
卒
業
証
書
授
与
式

	

16	

第
一
回　

部
屋
替
え

	

20	

聖
蹟
巡
拝（
本
科
・
木
綿
崎
山
周
辺
）

	

22	

平
和
学
習

	

24
～
26	

第
一
回　

定
期
考
査

	

28	

第
一
信
心
レ
ポ
ー
ト
懇
談

８
月	

１
～
６	

少
年
少
女
全
国
大
会
御
用
奉
仕

	

７
～
29	

夏
期
在
籍
教
会
実
習
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教 話 実 習

授 業 風 景

卒業証書授与式

　

今
年
度
の
特
科
生
五
名
（
男
子
五
名
）
は
、

六
月
十
五
日
に
入
学
し
、
七
月
十
五
日
ま
で
の

一
か
月
間
に
及
ぶ
学
院
修
行
を
進
め
た
。

　

学
行
で
は
、
教
典
ゼ
ミ
・
祭
式
・
祭
詞
等
な

ど
を
受
講
し
、
信
行
で
は
本
科
生
の
班
に
加
っ

て
、
参
拝
、
洒
掃
、
炊
事
等
を
行
じ
た
。
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
が
願
い
を
立
て
、
ご
霊
地
で
の
自
主

信
行
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

が
教
師
と
し
て
の
基
礎
的
素
養
を
習
得
し
、
こ

こ
か
ら
御
用
に
立
た
せ
て
い
た
だ
く
心
構
え
が

で
き
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
先
に
入
学
を
し
た
本
科
生
と
互
い
に

磨
き
合
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
大
変
あ
り

が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
の
御
用
成
就

を
祈
念
す
る
。

学
院
生
活
で
の
日
々

�

長
野
県
・
松
本
教
会

�

伊
藤
　
道
與

　

六
月
十
四
日
入
寮
式
の
後
の
初
の
夜
御
祈

念
、
余
り
に
長
い
正
座
に
動
け
な
く
な
る
ほ
ど

の
脚
の
痛
み
、「
こ
れ
が
本
当
に
毎
日
続
く
の

か
？
」
そ
の
時
の
偽
ら
ざ
る
実
感
で
あ
る
。
し

か
し
、
実
際
に
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
朝
夕

の
御
本
部
広
前
御
祈
念
と
朝
礼
を
含
め
て
、
日

に
四
度
の
正
座
行
。
正
に
邪
念
・
雑
念
だ
ら
け

の
自
己
を
見
つ
め
る
修
行
だ
っ
た
。

　

一
方
、
学
院
生
活
は
一
か
月
前
に
入
学
し
て

い
た
本
科
生
の
方
々
が
、
起
居
一
切
に
渡
り
懇

切
に
教
え
て
下
さ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
生
活
す
る

こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
お
道

の
教
師
を
目
指
す
に
相
応
し
く
、
あ
ら
ゆ
る
本

科
生
の
方
の

意
識
が
実
に

高
く
、
そ
の

中
で
信
行
に

い
そ
し
み
、

学
行
に
つ
と

め
る
こ
と
に

よ
り
、
共
に

神
の
願
い
に

生
き
る
あ

り
方
を
求
め

る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
、
真
に
あ
り
が
た
い

こ
と
で
あ
っ
た
。
一
緒
に
入
学
し
た
特
科
生
の

方
々
と
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
過
ご
し
て
来
ら

れ
た
こ
と
が
支
え
と
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
本

教
の
担
い
手
た
る
本
科
生
が
、
互
い
に
助
け
合

い
育
て
合
う
精
神
の
も
と
で
研
鑽
を
積
ん
で
い

る
姿
は
誠
に
心
強
い
。

　

覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
密
度
が
大

変
濃
く
、
少
々
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
気
味
で
あ
っ

た
が
、
卒
業
後
の
御
用
で
、
さ
ら
に
精
進
し
て

い
く
所
存
で
あ
る
。

　

本
科
生
の
方
々
に
は
約
一
年
間
に
及
ぶ
修
行

で
あ
る
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に
留
意
さ
れ
無

事
本
懐
を
成
就
さ
れ
る
様
願
っ
て
止
ま
な
い
。

学
院
生
活
を
振
り
返
っ
て

�

岐
阜
県
・
笠
松
教
会

�

林
　
　
徳
人

　

私
が
こ
の
学
院
に
入
学
し
て
一
番
感
じ
た
事

は
、
本
科
生
の
方
々
の
人
に
対
す
る
思
い
や
り

と
優
し
さ
で
す
。

　

私
が
大
変
感
動
し
た
出
来
事
を
一
つ
ご
紹
介

し
ま
す
。
そ
れ
は
あ
る
日
の
夕
参
拝
後
の
こ
と
。

本
部
広
前
か
ら
学
院
へ
戻
る
た
め
外
に
出
る

と
、
出
発
時
に
は
降
っ
て
い
な
か
っ
た
は
ず
の

雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
。「
あ
あ
、
傘
持
っ
て

き
て
な
い
」
と
思
っ
た
瞬
間
で
す
。
数
人
の
本

科
生
の
方
が
傘
を
持
っ
て
本
部
広
前
の
方
ま
で

来
て
く
れ
た
の
で
す
。
私
に
は
思
い
も
つ
か
な

い
こ
の
出
来
事
を
「
本
当
に
す
ご
い
」「
神
心

が
生
ま
れ
て
い
る
」「
そ
の
心
が
す
ば
ら
し
い
」

と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
、「
本
当
に
良
い
環
境
の
中
で
ご
修
行

さ
せ
て
頂
い
て
い
る
」
と
心
の
底
か
ら
思
い
ま

し
た
。

　

ご
修
行
後
、
教
会
に
戻
り
御
用
に
あ
た
り
ま

す
が
、
学
院
で
の
ご
修
行
を
忘
れ
ず
、
本
科
生

の
方
が
来
年
卒
業
さ
れ
る
ま
で
、
一
緒
に
ご
修

行
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
気
持
ち
で
、
こ
の
お
道

の
教
師
と
し
て
御
用
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

特科生卒業特科生卒業
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畳 上 げ

消 防 訓 練

学院長寮内巡回

願
い
願
わ
れ
　
祈
り
祈
ら
れ

�

福
岡
県
・
吉
井
教
会

�

安
武
　
　
格

　

我
々
学
院
生
の
前
期
前
半
の
実
践
課
題
は
、

「
神
に
心
を
向
け
る
」
で
す
。
こ
れ
は
、
人
の

目
で
物
事
を
見
て
生
き
て
き
た
我
々
に
と
っ

て
、
神
の
目
で
物
事
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
神
に
心
を
向
け
て
、

し
っ
か
り
と
祈
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
だ
、
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、我
々
学
院
生
は
、神
の
め
ぐ
み
に
よ
っ

て
生
か
さ
れ
て
い
る
と
共
に
、
全
教
の
祈
り
に

支
え
ら
れ
て
、
こ
こ
ご
霊
地
で
生
活
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
我
々
は
祈
り
方
を
学
び
な
が
ら
、

祈
ら
れ
て
い
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ

の
事
実
に
気
づ
い
た
時
に
、
私
は
「
神
の
お
か

げ
に
め
ざ
め
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
理
解
で

き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
願
う
人
で
あ
り

な
が
ら
願
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
祈
る
人

で
あ
り
な
が
ら
祈
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

こ
こ
に
、
ま
さ
に
、
神
を
通
し
て
の
あ
い
よ
か

け
よ
と
い
う
架
け
橋
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ

な
あ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

残
り
の
学
院
生
活
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、
お
礼
と
喜
び
の
生
活
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
居
場
所

�

岡
山
県
・
天
瀬
教
会

�

秋
山
　
幸
世

　

入
学
か
ら
約
三
か
月
が
経
ち
、
自
分
な
り
の

生
活
ス
タ
イ
ル
が
出
来
て
き
ま
し
た
。
初
め
の

頃
は
こ
ん
な
に
細
か
く
、
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

だ
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
調
節
が
上
手

く
出
来
ず
体
調
を
崩
し
た
り
も
し
ま
し
た
。
最

近
は
慣
れ
て
き
た
の
で
、
お
気
に
入
り
の
場
所

二
か
所
で

過
ご
す
事

を
楽
し
み

に
し
て
い

ま
す
。

　

一
か
所

目
は
作
礼

室
で
す
。

典
楽
を
選

択
し
て
い

る
事
も
あ

り
、
琴
の

練
習
も
し

ま
す
が
、

人
が
あ
ま

り
来
な
い

場
所
な
の

で
、
考
え

事
を
し
た

り
祭
式
の

練
習
を
し

た
り
し
た

事
も
あ
り
ま
す
。

　

二
か
所
目
は
学
院
の
講
堂
の
回
廊
で
す
。
自

主
信
行
日
に
ボ
ー
ッ
と
座
っ
て
風
に
吹
か
れ
な

が
ら
景
色
を
眺
め
る
と
、
と
て
も
気
持
ち
が
良

い
で
す
。
た
だ
、
一
回
副
奉
仕
の
方
に
「
人
が

い
る
と
思
わ
な
か
っ
た
」
と
驚
か
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
今
後
は
宣
言
し
て
か
ら
座
ろ
う
か
と

ち
ょ
っ
ぴ
り
悩
ん

で
い
ま
す
。

　

同
期
の
皆
さ
ん

は
、
と
て
も
優

し
く
、「
こ
ん
な

場
所
が
あ
る
ん
だ

な
あ
」
と
、
一
般

の
社
会
人
と
し
て

十
二
年
過
ご
し
て

き
た
私
は
多
少
驚

き
ま
し
た
。
卒
業

ま
で
の
期
間
を
同
期
と
大
切
に
過
ご
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

学
院
生
の

学
院
生
の

声声

合計 　本科 24（9/15）
　　　特科 5（5/0）

北海道
本科 1
　（1/0）

東北

関東
本科 2
　（1/1）

信越
本科 2
　（0/2）
特科 1
　（1/0）

中近畿
本科 2（2/0）

東近畿
本科 3
　（1/2）
特科 1
　（1/0）

西近畿
本科 1（0/1）

　四国
特科 1（1/0）

東中国
本科 3（0/3）

西中国
本科 1
  （0/1）
特科 1
  （1/0）

北九州
本科 6（3/3）

南九州
本科 2
  （1/1）

東海
本科 1
　（0/1）
特科 1
　（1/0）

（

平成30年度 教区別入学者数
（　）内の数字は男/女


